
愛　　　　　　板（１）平成30年６月15日 愛板５４８号

5
月
17
日
㈭
、
第
70
回
全

国
建
築
板
金
業
者
宮
城
大
会

が
、
仙
台
市
内
の
「
夢
メ
ッ

セ
宮
城
」
で
開
催
さ
れ
、
全

国
各
地
か
ら
３
５
０
０
人
が

集
結
、
愛
知
県
板
か
ら
は
50

名
（
県
板
コ
ー
ス
19
名
、
単

独
31
名
）
が
参
加
し
た
。

16
日
㈬
、
名
古
屋
駅
午
前

8
時
26
分
発
の
新
幹
線
に
乗

車
、
豊
橋
で
3
名
が
合
流
し

東
京
ま
で
、
こ
こ
で
東
北
新

幹
線
や
ま
び
こ
に
乗
り
換
え
、

仙
台
駅
に
は
午
後
12
時
30
分

頃
到
着
。（
余
談
だ
が
、
東

海
道
新
幹
線
以
外
の
新
幹
線

は
全
て
禁
煙
車
両
で
、
愛
煙

家
の
私
に
は
少
々
辛
い
旅
行

に
な
っ
た
。）

仙
台
駅
か
ら
は
貸
し
切
り

大
型
バ
ス
に
て
、
先
ず
は
日

本
三
景
松
島
の
遊
覧
船
島
め

ぐ
り
。
そ
の
後
は
、
世
界
遺

産
瑞
巌
寺
及
び
五
大
堂
を
拝

観
し
、初
日
の
宿
泊
場
所「
ホ

テ
ル
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
仙
台
」

に
は
午
後
5
時
過
ぎ
に
到
着

し
た
。皆
で
郷
土
料
理
店「
心

平
」
で
夕
食
と
し
た
後
、
仙

台
市
内
一
の
繁
華
街
国
分
町

で
仙
台
の
夜
を
楽
し
ん
だ
。

大
会
当
日
、
目
を
覚
ま
す

と
外
は
雨
。
大
会
会
場
に
は

午
前
8
時
30
分
前
に
は
到
着

し
た
が
、
や
は
り
雨
は
止
ま

ず
、
雨
の
中
で
の
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
と
な
っ
た
。
午
前
10

時
か
ら
の
式
典
で
は
、
現
地

集
合
の
皆
と
合
流
し
、
恒
例

の
雄
叫
び
も
バ
ス
内
で
の
練

習
の
成
果
通
り
に
元
気
よ
く

出
来
た
。
尚
、
今
回
受
賞
さ

れ
た
の
は
次
の
4
名
。

功
労
賞

　

後
藤　

実
（
千
種
支
部
）

　

竹
内
竜
之
（
知
多
支
部
）

　

松
浦
正
行
（
東
三
支
部
）

技
能
競
技
の
部
５
位
入
賞

　

佐
々
木
利
浩

（
中
川
・
港
支
部
）

大
役
を
終
え
た
小
野
寺
理

事
長
も
合
流
し
、
午
後
1
時

30
分
、
宮
城
県
板
の
同
志
に

見
送
ら
れ
会
場
を
後
に
し
、

山
形
県
と
の
県
境
蔵
王
に
向

か
う
。
こ
の
頃
に
は
雨
も
上

が
り
時
折
薄
日
が
さ
す
程
に

天
気
も
回
復
し
て
い
た
。
だ

が
標
高
１
７
０
０
メ
ー
ト
ル

近
い
蔵
王
は
別
世
界
、
気
温

も
10
度
程
、
風
も
強
く
、
霧
、

靄
、
雨
で
視
界
も
10
メ
ー
ト

ル
位
し
か
な
く
、
見
ど
こ
ろ

の
「
お
釜
」
は
見
る
事
が
出

来
な
か
っ
た
。
そ
の
日
の
宿

泊
地
、
山
形
か
み
の
や
ま
温

泉
日
本
の
宿
「
古
窯
」
に
は

午
後
5
時
前
に
着
き
、
温
泉

で
疲
れ
を
取
り
、
午
後
6
時

か
ら
は
懇
親
会
で
盛
り
上

が
っ
た
。

最
終
日
、
朝
方
の
大
雨
と

雷
で
目
を
覚
ま
す
。
た
だ
、

宿
を
出
発
す
る
頃
に
は
雨
も

止
み
、
最
初
の
観
光
地
米
沢

市
の
上
杉
神
社
に
向
か
っ
た
。

こ
こ
は
、
戦
国
の
名
将
上
杉

謙
信
と
米
沢
藩
中
興
の
名
君

鷹
山
公
を
合
祀
し
て
あ
る
。

そ
の
後
は
山
形
か
ら
福
島
に

バ
ス
を
走
ら
せ
、
猪
苗
代
湖

畔
の
野
口
英
世
記
念
館
、
ま

た
近
く
の
地
ビ
ー
ル
館
で
昼

食
を
と
り
、
郡
山
駅
発
午
後

1
時
50
分
の
東
北
新
幹
線
や

ま
び
こ
で
、
東
京
か
ら
は
東

海
道
新
幹
線
ひ
か
り
に
乗
り

換
え
帰
途
に
つ
い
た
。　

Ｍ

平成30年 5月 17日㈭平成30年 5月 17日㈭
仙台市「夢メッセ宮城」

第 70 回全国建築板金業者宮城大会

▲

大
会
風
景

▲

テ
ー
プ
カ
ッ
ト

▲

理
事
長
（
中
央
）
と
受
賞
者

▲

全
員
で
オ
ー
！

▲

山
形
か
み
の
や
ま
温
泉
日
本

の
宿
「
古
窯
」
の
ロ
ビ
ー
で

集
合
写
真
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５
月
度
の
動
き

【
県
　
板
】

1
日	

広
報
委
員
会

	

於　

組
合
会
議
室

8
日	

技
能
検
定
事
務
打
合
せ

	

於　

県
訓
練
会
館

	

出
席
者　

湯
浅
委
員
長
・

　
　
　
　
　
　
　

専
務

16
日	
全
板
連　

通
常
総
会

	
於　

仙
台
国
際
ホ
テ
ル

16
日	

全
板
宮
城
大
会　

前
夜
祭

	

於　

仙
台
国
際
ホ
テ
ル

17
日	

全
板
宮
城
大
会　

式
典
・
展
示
会

	

於　

夢
メ
ッ
セ
宮
城

24
日	

中
部
ダ
ク
ト
総
会

	

於　

ザ
ク
ラ
ン
ク
レ
ー
ル

	

出
席
者　

理
事
長

27
日	

愛
知
県
総
合
職
業
訓
練

協
会
通
常
総
会

	

於　

中
日
パ
レ
ス

	

出
席
者　

理
事
長

30
日	

広
報
委
員
会

	

於　

組
合
会
議
室

31
日	

技
能
検
定
委
員
会
議

	

於　

県
職
業
訓
練
会
館

31
日	

技
能
委
員
会

	

於　

組
合
会
議
室

【
各
支
部
】

名
古
屋
板
金
連
合
会

25
日　

支
部
長
会	

10
名

・
工
場
見
学
に
つ
い
て
、
他

中
村
支
部

16
日　

定
例
会	

5
名

・
連
合
会
行
事
報
告

・
支
部
旅
行
に
つ
い
て
、
他

中
川
・
港
支
部

24
日　

定
例
会	

6
名

・
連
合
会
工
場
見
学
に
つ
い
て

犬
山
支
部

20
日
・
21
日　

研
修
旅
行	

5
名

（
下
呂
温
泉
）

碧
南
支
部

14
日　

役
員
会	

6
名

・
年
度
活
動
計
画
承
認
の
件

刈
谷
支
部

8
日　

定
例
会	

6
名

・
情
報
交
換
等

西
尾
支
部

23
日　

役
員
会	

7
名

・
全
板
宮
城
大
会
報
告

・
支
部
研
修
会
に
つ
い
て
、
他

知
多
支
部

23
日　

理
事
会	

13
名

29
日　

理
事
・
役
員
会	

17
名

・
全
板
宮
城
大
会
報
告

・
愛
の
献
血
活
動
に
つ
い
て

・
勉
強
会
に
つ
い
て

先
日
、
高
校
時
代
の
同
級

会
が
あ
り
、
当
時
の
同
級
生

300
名
以
上
の
内
70
名
程
が
集

ま
っ
た
。
そ
の
日
は
4
次
会

ま
で
（
4
次
会
は
た
っ
た
4

人
）
大
い
に
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
た
。

数
年
お
き
に
中
学
校
や
高

校
、
大
学
時
代
の
同
窓
会
や

集
ま
り
が
あ
る
が
、
出
来
る

限
り
出
席
す
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

私
の
生
ま
れ
は
静
岡
県
佐

久
間
町
浦
川
と
言
っ
て
、
佐

久
間
ダ
ム
近
く
の
人
口
3
千

人
に
も
満
た
な
い
田
舎
町
。

（
今
は
合
併
に
よ
り
静
岡
県

浜
松
市
と
な
っ
て
い
る
）
過

疎
化
の
影
響
で
、
す
で
に
出

身
小
学
校
、
中
学
校
も
無
く

な
っ
て
お
り
、
実
は
出
身
高

校
も
来
年
に
は
地
元
の
も
う

1
校
と
の
統
合
が
決
ま
っ
て

い
る
。

出
身
校
が
無
く
な
っ
て
し

ま
う
の
は
寂
し
い
事
だ
が
、

同
級
生
は
い
つ
ま
で
経
っ
て

も
変
わ
ら
な
い
大
事
な
友
だ

と
つ
く
づ
く
感
じ
た
。　

Ｍ

五
月
三
十
日
㈬

五
四
八
号　

編
集
会
議

広
報
委
員　

六
名

午
後
二
時
半
開
会五

時
閉
会

愛
知
県
板
金
総
合
職
業
訓

練
協
会
（
井
藤
和
美
会
長
）

の
第
40
回
通
常
総
会
が
平
成

30
年
5
月
27
日
㈰
名
古
屋
栄

「
中
日
パ
レ
ス
」
で
開
催
さ

れ
た
。

愛
知
県
下
か
ら
会
員
28
名

の
他
、
来
賓
と
し
て
愛
知
県

職
業
能
力
開
発
協
会
事
務
局

長
・
久
保
田
勇
男
氏
、
愛
知

県
板
金
工
業
組
合
理
事
長
・

小
野
寺
俊
一
氏
を
は
じ
め
、

8
名
の
ご
臨
席
を
賜
わ
っ
た
。

津
坂
和
豊
氏
の
司
会
で
定

刻
午
後
3
時
に
開
始
、
物
故

者
に
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
大

山
尾
張
板
金
連
合
会
長
が
開

式
の
辞
を
述
べ
た
。
そ
の
後

井
藤
会
長
は
挨
拶
で
昨
年
小

牧
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
に
協

賛
参
加
し
た
「
親
子
も
の
づ

く
り
教
室
」
の
概
要
と
数
年

に
わ
た
る
瀬
戸
窯
業
高
校
体

験
実
習
の
成
果
を
語
っ
た
。

こ
の
後
松
野
茂
氏
を
議
長
に

選
出
し
議
案
審
議
に
入
り
1
、

2
号
議
案
の
事
業
報
告
・
計

画
案
と
決
算
報
告
・
収
支
予

算
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ

た
。
議
長
降
壇
後
、
来
賓
祝

辞
は
久
保
田
氏
か
ら
「
技
能

五
輪
国
際
大
会
へ
の
ア
ピ
ー

ル
、
職
業
訓
練
会
館
と
い
う

同
じ
屋
根
の
下
、
我
々
板
金

技
能
専
門
校
と
共
に
若
年
技

能
者
人
材
育
成
に
ご
協
力
頂

け
る
旨
」
の
有
難
い
お
言
葉

を
賜
っ
た
。

ま
た
、
小
野
寺
氏
は
「
厚

労
省
よ
り
板
金
業
界
も
外
国

人
労
働
者
雇
用
の
認
可
を
得

た
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
浅
井

校
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
総

会
は
終
了
、
休
憩
の
後
、
日

本
鉄
板
㈱
様
の
ご
厚
意
で
研

修
会
を
実
施
し
た
。
そ
の
後

出
席
者
全
員
で
盛
大
な
懇
親

会
を
開
催
し
た
。

浅
井
（
中
支
部
）

1966年（昭和41年）の全板連の設立から半
世紀超、全国大会70回目の大きな節目を迎え
た2018年（平成30年）に、建築板金業界の知
名度と地位の更なる向上を誓う日として制定。
今後、あらゆる機会を捉えて「８月３日は

建築板金の日」を広めていくための活動を行っ
ていく。

 日付について…
建築板金業には欠か
せない板金ハサミの
「㋩サ㋯」の語呂より。

 経　緯
平成30年4月20日に開催された日板協／全
板連青年部総会（全国青年部部長会議）に於
いて「８月３日は建築板金の日」にしてはど
うか？との提案がなされ、検討の結果、全板連・
石本惣治理事長も「積極的に広めていこう」
として理事会提案に至り、同4月26日開催の
全板連／日板協・合同理事会において決定した。

編
集
後
記

８　３

８月３日は建築板金の日

第
40
回
通
常
総
会

第
40
回
通
常
総
会

愛
知
県
板
金
総
合
職
業
訓
練
協
会

愛
知
県
板
金
総
合
職
業
訓
練
協
会

▲

あ
い
さ
つ
す
る
井
藤
会
長


